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事
務
局
長
で
自
治
労
三
多
摩
地
協

前
議
長
の
藤
本
一
昭
さ
ん
か
ら「
脱

原
発
社
会
に
向
け
て
」
の
お
話
し

が
あ
り
、「
福
島
原
発
は
依
然
安
定

冷
却
と
い
え
ず
、
原
発
労
働
者
は

被
曝
し
続
け
て
い
る
。
国
策
と
し

て
突
き
進
ん
で
き
た
原
子
力
政
策

は
完
全
に
破
綻
し
た
が
、
国
益
論
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
枯
渇
論
・
成
長
神
話

と
の
闘
い
は
続
く
。」
な
ど
、
福
島

原
発
の
現
状
と
脱
原
発
運
動
の
課

題
が
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
高
齢
者
集
会

　

９
月
15
日
、
日
比
谷
公
会
堂
に

め
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢

者
医
療
制
度

に
つ
い
て
、

自
身
が
委
員

と
し
て
新
制

度
案
を
確
立

し
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
早

期
実
現
へ
向

け
た
取
組
み

の
決
意
を
示

し
ま
し
た
。

全
国
高
齢
者
集
会

脱
原
発
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て

　

今
年
も
９
月
の
高
齢
者
連
続
行

動
が
も
た
れ
、
清
掃
退
も
元
気
に

行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

地
公
四
単
産
・

　

地
公
退
高
齢
者
集
会

　

９
月
14
日
、
神
田
一
ツ
橋
の
日

本
教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
の
基
調
は
、
年
金
・
医
療
・

介
護
・
福
祉
・
少
子
化
対
策
や
税

制
、
脱
原
発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、

平
和
問
題
等
の
諸
課
題
を
地
公
の

現
役
と
退
職
者
が
統
一
し
て
運
動

を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

　

記
念
講
演
と
し
て
、
原
水
禁
副

全
国
か
ら
２
千
人
が
結
集

し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

先
の
総
会
で
新
た
に
会

長
に
就
任
し
た
阿
部
高
退

連
会
長
は
主
催
者
挨
拶

で
、「
原
発
事
故
が
大
震
災

被
災
者
の
救
済
と
復
旧
・

復
興
の
障
害
に
な
っ
て
い

る
。
政
府
は
自
民
党
政
権

の
原
発
依
存
政
策
を
抜
本

的
に
見
直
す
こ
と
」
を
求

　

古
賀
連
合
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、

「
震
災
か
ら
の
復
興
・
再
生
を
確
実

に
成
し
遂
げ
る
た
め
に
は
、
働
く

こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
の
実

現
が
必
要
」
と
強
調
し
た
も
の
の
、

原
発
問
題
に
は
一
切
触
れ
な
い
と

い
う
残
念
な
内
容
で
し
た
。

　

地
域
か
ら
の
意
見
発
表
は
、
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
復
旧
・

復
興
に
取
り
組
む
岩
手
・
宮
城
・

福
島
の
代
表
が
発
言
。
支
援
に
対

す
る
謝
意
を
述
べ
、
厳
し
い
状
況

を
報
告
し
つ
つ
必
ず
復
興
を
果
た

す
と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

集
会
終
了
後
、
熱
中
症
が
心
配

に
な
る
ほ
ど
の
厳
し
い
残
暑
の
中

を
、
旧
都
庁
跡
ま
で
元
気
に
デ
モ

行
進
し
ま
し
た
。

9.15 全国高齢者集会

阿　部
新会長

全国高齢者集会後銀座デモへ向かう自治退
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止

を
求
め
て
い
た
が
、
政
権
交
代
に

よ
り
高
齢
者
医
療
制
度
検
討
会
が

で
き
た
。
従
来
、
高
齢
者
の
意
見

は
実
質
的
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
阿
部
高
退
連
事
務
局
長
（
現

会
長
）
が
委
員
に
入
り
、
利
害
関

係
が
複
雑
な
中
、
わ
れ
わ
れ
の
主

張
が
ほ
ぼ
通
っ
た
。
そ
の
背
景
は

80
万
人
の
退
職
者
会
に
あ
る
。
組

織
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

●
新
年
金
制
度
案
の
柱

①
国
保
対
象
者
も
所
得
比
例
導
入

　

国
保
対
象
者
の
過
半
は
非
正
規

労
働
者
。
事
業
主
負
担
分
が
な
い

の
で
掛
金
は
厚
生
年
金
の
倍
に
な

る
。
払
え
る
の
か
疑
問
。

②
基
礎
年
金
を
税
負
担
方
式
に

　

既
年
金
裁
定
者
は
掛
金
の
二
重

払
い
に
な
り
、
基
礎
年
金
分
の
事

業
主
負
担
が
な
く
な
る
な
ど
問
題
。

●
一
体
改
革
の
両
面
性
（
年
金
編
）

　

改
革
と
引
締
め
の
両
面
が
あ
る
。

①
最
低
補
償
機
能
強
化
＝
歓
迎

②
高
所
得
者
の
給
付
制
限

　

所
得
が
一
定
以
上
の
場
合
、
ク

ロ
ウ
ア
ッ
プ
（
年
金
削
減
）
ま
た

は
税
で
返
す
（
控
除
水
準
を
上
げ

る
）方
法
。線
引
き
問
題
は
あ
る
が
、

高
額
所
得
者
が
基
礎
年
金
の
税
負

　

事
業
主
は
社
会
的
責
任
を
果
た

す
べ
き
。
ド
イ
ツ
の
低
所
得
者
対

策
（
本
人
負
担
免
除
、
事
業
主
負

担
の
み
、
所
得
比
例
年
金
の
半
分

給
付
）
は
参
考
に
な
る

●
ど
ん
な
社
会
を
選
ぶ
か

　

ア
メ
リ
カ
型
の
強
い
も
の
の
み

が
サ
ー
ビ
ス
を
消
費
で
き
る
社
会

で
は
な
く
、
再
分
配
社
会
（
分
配

の
た
め
の
負
担
が
必
要
）
を
選
択
。

●
財
政
は
戦
時
体
制

　

歳
出
額
は
税
収
の
２
倍
を
超
え

て
お
り
、
国
債
頼
り
。
一
般
会
計

中
の
社
会
保
障
費
は
31
％
、
国
債

費
23
％
、
地
方
交
付
税
18
％
、
そ

の
他
27
％
で
余
裕
は
全
く
な
い
。

●
社
会
保
障
に
い
く
ら
か
け
る
か

　

社
会
保
障
は
少
な
け
れ
ば
い
い

と
い
う
考
え
方
（
新
自
由
主
義
、

小
泉
改
革
）
は
間
違
い
。
社
会
保

障
の
強
化
は
経
済
的
に
寄
与
す
る
。

　

た
だ
し
、
特
別
会
計
含
む
社
会

保
障
費
は
107
兆
８
千
億
円
で
一
般

会
計
全
体
よ
り
多
い
点
に
留
意
。

●
財
源
調
達
は
保
険
料
と
税

　

保
険
料
制
度
は
優
れ
た
制
度
。

税
方
式
は
企
業
負
担
を
減
ら
す
こ

と
に
作
用
す
る
。
日
本
の
法
人
税

は
高
い
と
い
う
が
、
企
業
の
社
会

保
障
負
担
は
低
い
。
む
し
ろ
、
法

人
税
を
増
税
す
べ
き
。

●
所
得
税
増
税
の
問
題
点

　

小
渕
減
税
で
高
所
得
者
の
税
率

が
下
が
っ
た
ま
ま
な
の
は
問
題
。

た
だ
し
、
高
所
得
者
数
は
少
な
く
、

所
得
税
増
税
で
は
中
所
得
者
の
税

負
担
が
増
え
る
危
険
性
が
あ
る
。

●
消
費
税
増

税
の
是
非　

消
費
税
は
逆

進
的
税
制
だ

が
、
社
会
保

障
限
定
な
ら

低
所
得
者
に

厚
く
配
分
さ

れ
、
逆
進
性

が
薄
ま
る
。

秋期学習
交 流 会

　

９
月
27
日
、
川
端
自
治
退
事
務
局
長
を
講
師
に

招
き
、
日
本
の
進
路
を
大
き
く
左
右
す
る
重
大
課

題
の
「
社
会
保
障
・
税
の
一
体
改
革
」
を
テ
ー
マ

に
秋
期
学
習
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
学
習
交
流
会
最
大
の
27
名
が
参
加
。
内
容
も

わ
か
り
や
す
く
、
実
り
の
あ
る
学
習
会
に
な
り
ま

し
た
。
終
了
後
は
、
和
や
か
に
楽
し
く
懇
親
会
。

▼
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は

社
会
保
障
の
充
実
が
必
要
▼
そ
の
た
め

に
は
大
き
な
財
源
が
必
要
▼
お
金
は
ど

こ
か
ら
か
湧
い
て
く
る
こ
と
は
な
い

学習会の後は楽しく懇親会

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

改
革
を
も
た
ら
し
た
力

「
社
会
保
障
・
税
の
一
体

改
革
」
の
概
要
と
問
題
点

自
治
退
の
考
え
方

担
分
を
返
す
こ
と

は
認
め
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
。

③
短
時
間
労
働
者

の
厚
生
年
金
適
用
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し
ま
し
た
。
総
会
と
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の

模
様
は
９
月
号
報
告
の
と
お
り
で
す
。

▼
８
月
29
日
、
自
治
退
都
本
部
幹
事
会

が
都
本
部
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
幹
事

の
小
林
事
務
局
次
長
が
参
加
し
ま
し

た
。
主
な
議
案
は
総
会
へ
向
け
た
活
動

方
針
の
提
起
な
ど
で
し
た
。

▼
９
月
１
日
、
都
庁
退
役
員
選
考
委
員

会
が
都
本
部
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
役
員
選
考
委
員
会
は
各
単
会
会

長
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
渡
辺

会
長
が
参
加
し
、
都
本
部
常
任
幹
事
を

選
出
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

▼
９
月
５
日
、
第
４
回
三
役
会
を
開
催

し
、
会
員
拡
大
へ
向
け
た
当
面
の
取
組

み
、
自
治
退
都
本
部
常
任
幹
事
選
出
な

ど
を
検
討
し
ま
し
た
。

▼
９
月
10
日
に
東
京
清
掃
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
戸
張
さ

ん
、
岩
渕
さ
ん
、
馬
鳥
さ
ん
、
柳
さ
ん

の
４
人
で
退
職
者
会
チ
ー
ム
を
編
成
、

庄
司
事
務
局
長
と
戸
枝
会
計
が
応
援

団
と
し
て
参
加
。
内
容
は
別
記
の
と
お

り
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
は
早
く
も
来
年

の
大
会
へ
向
け
て
や
る
気
満
々
。

退職者会
活動日誌

▼
９
月
14
日
・
15
日
は
高
齢
者
連
続
行

動
日
で
し
た
。
14
日
の
地
公
四
単
産
・

地
公
退
高
齢
者
集
会
に
は
庄
司
事
務

局
長
と
渡
辺
幹
事
、
15
日
の
全
国
高

齢
者
集
会
に
は
鈴
木
副
会
長
と
岩
渕

監
査
、
両
日
と
も
取
材
で
戸
枝
会
計

が
参
加
し
ま
し
た
。
行
動
内
容
は
別

記
の
と
お
り
で
す
。

▼
９
月
19
日
の
「
さ
よ
う
な
ら
原
発

５
万
人
集
会
」
に
は
会
員
９
名
と
家

族
１
名
の
計
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
の
明
治
公
園
は
立
錐
の
余
地
も

な
い
ほ
ど
人
で
あ
ふ
れ
、
脱
原
発
へ

向
け
た
強
い
意
思
を
共
有
し
ま
し
た
。

▼
９
月
21
日
、
都
庁
退
第
８
回
親
睦

交
流
集
会
バ
ス
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
、

戸
張
副
会
長
、
小
林
事
務
局
次
長
、
小

泉
監
査
が
参
加
し
ま
し
た
。
あ
い
に

く
の
台
風
に
よ
る
激
し
い
風
雨
の
た

め
リ
ン
ゴ
狩
り
等
は
中
止
に
な
り
ま

し
た
が
、
川
場
村
の
世
田
谷
区
民
健

康
村
に
て
、
温
泉
浴
を
楽
し
み
、
各

単
会
の
仲
間
と
の
親
睦
と
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
９
月
27
日
、
第
５
回
三
役
会
と
第

３
回
幹
事
会
を
開
催
。
幹
事
12
名
参

加
。
会
議
の
内
容
は
今
号
の
報
告
の

と
お
り
で
す
。

▼
９
月
27
日
開
催
の
清
掃
退
学
習
交

流
会
の
模
様
は
別
記
の
と
お
り
。

▼
事
務
局
会
議
・
事
務
業
務
は
、
８

月
４
回
、９
月
５
回
。
主
な
取
組
み
は
、

行
動
企
画
、
学
習
会
準
備
、
旅
行
会

案
内
、
機
関
紙
発
送
な
ど
で
し
た
。

＊
７
月
22
日
の
第
２
回

幹
事
会
以
降
９
月
27
日

の
第
３
回
幹
事
会
ま
で

の
活
動
記
録
。

▼
８
月
３
日
、
都
退
協

総
会
と
結
成
40
周
年
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ

れ
、
戸
張
副
会
長
、
小

林
事
務
局
次
長
が
参
加

と
の
定
期
協
議
を
実
施
す
る
よ
う

要
請
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

定
期
協
議
は
、
東
京
清
掃
の
退

職
者
会
担
当
と
退
職
者
会
三
役
を

軸
に
必
要
に
応
じ
て
幹
事
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
当
面
、

二
月
に
一
回
程
度
開
催
し
、
こ
の

定
期
協
議
を
通
じ
て
、
東
京
清
掃

へ
会
員
拡
大
に
向
け
た
取
組
み
強

化
を
求
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

■

都
本
部
常
任
幹
事

　

今
年
は
自
治
退
都
本
部
と
都
庁

退
役
員
の
改
選
期
で
す
。
都
庁
退

役
員
選
考
委
員
会
で
清
掃
か
ら
都

本
部
常
任
幹
事
を
出
し
て
ほ
し
い

と
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
各
単

会
が
順
番
に
対
応
す
る
と
い
う
仕

切
り
も
あ
る
よ
う
な
の
で
、
受
け

る
こ
と
に
し
、
庄
司
事
務
局
長
を

自
治
退
都
本
部
常
任
幹
事
に
推
薦

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
事
務
局

長
と
の
兼
任
な
の
で
大
変
で
す
。

三
役
・
幹
事
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
も
あ
わ
せ
て
確
認
し
ま
し
た
。

第３回
幹事会

　

９
月
27
日
に
第
３
回
幹
事
会
を
開
催

し
、
①
脱
原
発
全
国
署
名
実
施
、
②
東

京
清
掃
賃
金
確
定
闘
争
の
対
応
、
③
「
団

結
ま
つ
り
」
の
取
組
み
、
④
会
員
拡
大

へ
向
け
た
取
組
み
、
⑤
自
治
退
都
本
部

常
任
幹
事
推
薦
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

■

脱
原
発
実
現
全
国
署
名

　

作
家
の
大
江
健
三
郎
さ
ん
な
ど

の
呼
び
か
け
で
進
め
ら
れ
て
い
る

「
脱
原
発
１
千
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
」

の
一
環
と
し
て
首
相
等
へ
宛
て
た

「
脱
原
発
実
現
全
国
暑
名
」
が
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
退
都
本
部
の
指
示
に
よ
り

こ
の
署
名
を
取
り
組
む
こ
と
に
し

ま
し
た
。
署
名
用
紙
の
返
送
期
限

は
11
月
19
日
で
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

■

東
京
清
掃
賃
金
確
定

　

現
役
世
代
を
支
援
す
る
こ
と
は

退
職
者
会
の
存
在
意
義
の
一
つ
で

す
。
今
年
も
、
東
京
清
掃
が
企
画

す
る
行
動
に
で
き
る
限
り
応
援
し

て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

■

団
結
ま
つ
り

　

10
月
23
日
に
開
催
さ
れ
る
「
団

結
ま
つ
り
」
に
積
極
的
に
参
加
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■

会
員
拡
大
へ
向
け
て

　

退
職
者
会
の
活
動
強
化
と
組
織

の
拡
大
へ

向
け
た
具

体
的
な
取

組
み
を
進

め
る
た
め

に
、
東
京

清
掃
本
部
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９
月
10
日
、
東
京
ド
ー
ム
ボ
ウ

ル
で
東
京
清
掃
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

が
開
催
さ
れ
、
各
地
連
な
ど
か
ら

18
チ
ー
ム
72
人
が
参
加
し
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
４
人
２
ゲ
ー
ム
合
計
で

集
計
、
優
勝
・
文
京
支
部
、
準
優
勝
・

中
央
工
場
支
部
、
第
三
位
・
多
摩

川
支
部
で
し
た
。
わ
が
退
職
者
会

チ
ー
ム
は
残
念
な
が
ら
入
賞
に
は

少
し
（
か
な
り
？
）
届
か
な
か
っ

兼
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
や

支
部
役
員
が
交
歓
、
成
績
発
表
に

団結まつりの案内
■日時　10 月 23 日（日）

10 時～ 15 時
■場所　亀戸中央公園

東武亀戸線「亀戸水
神駅」から３分

　
「
団
結
ま
つ
り
」
は
、
１
０
７
４
名
の
不
当
解
雇
撤
回
を

求
め
る
国
鉄
闘
争
の
支
援
を
中
心
課
題
に
し
て
き
ま
し
た
。

国
鉄
闘
争
は
政
治
決
着
に
よ
り
一
応
終
結
し
ま
し
た
が
、

雇
用
破
壊
が
進
み
、
貧
困
と
格
差
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
て

い
ま
す
。
戦
争
と
格
差
の
な
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
た

め
、
今
年
も
「
団
結
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

止めよう原発 核のない世界へ！ なく
そう非正規労働！ すべての争議勝利！ 
作り出そう 戦争と貧困のない社会を！

10・23 団結まつり

歓
声
と
ヤ
ジ

が
入
り
交
じ

り
、
大
い
に

盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
次

回
も
退
職
者

会
と
し
て
参

加
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

明
治
公
園
で
、「
さ
よ
う
な
ら
原
発
・

５
万
人
集
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
６
万
人
が
参
加

し
、
会
場
内
は
立
錐
の
余
地
も
な

く
、
日
本
の
脱
原
発
運
動
史
上
最

大
の
集
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

退
職
者
会
も
会
員
９
名
家
族
１

名
の
合
計
10
名
が
参
加
。
集
会
で

は
、
呼
び
か
け
人
の
大
江
健
三
郎

さ
ん
、
落
合
恵
子
さ
ん
、
内
橋
克

人
さ
ん
、
澤
地
久
枝
さ
ん
が
、
市

民
の
力
で
政
治
を
動
か
し
脱
原
発

を
実
現
す
る
こ
と
を
訴
え
、
ド
イ

ツ
市
民
か
ら
の
連
帯
の
あ
い
さ
つ

や
、
原
発
事
故
以
降
の
福
島
の
体

験
等
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

集
会
終
了

後
、
渋
谷
、

原
宿
、
新
宿

の
３
コ
ー
ス

に
分
か
れ
、

脱
原
発
の
実

現
を
訴
え
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

　
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
１
千
万
人
ア

ク
シ
ョ
ン
」
の
集
中
行
動
は
、
約

２
千
人
が
結
集
し
て
経
産
省
を
包

囲
し
た
９
月
11
日
の
「
原
発
の
再

稼
働
を
止
め
よ
う
！
経
産
省
包
囲

ア
ク
シ
ョ
ン
」
か
ら
始
ま
り
、
全

国
各
地
で
行
動
が
行
わ
れ
、
経
産

省
前
で
は
10
〜
20
台
の
若
者

が
10
日
間
の
ハ
ン
ス
ト
を
貫

徹
し
ま
し
た
。

　

１
千
万
筆
を
目
標
に
進
め

ら
れ
て
い
る
「
脱
原
発
を
実

現
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
中

心
の
社
会
を
求
め
る
全
国
署

名
」
を
退
職
者
会
も
取
組
み

を
始
め
ま
す
。
是
非
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

さ
よ
う
な
ら
原
発
集
会
に

６
万
人
結
集
、
脱
原
発
１
千

万
人
署
名
を
成
功
さ
せ
よ
う

９
月
19
日
に

経産省包囲
” 人間の鎖 ”

若者が経産省前で 10 日間ハンスト

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た

東
京
清
掃
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

馬鳥さん、柳さん、岩渕さん、戸張さん
後ろは応援の庄司事務局長

た
よ
う
で
す
。

　

ゲ
ー
ム
終
了

後
、
清
掃
会
館
に

移
動
し
て
表
彰
式


